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るか概観したのち、問題点を提示し 3. で調査方法を示す。調査の結果については 4. で予
備調査の概要を、5. で実例を挙げて結果を示す。6. においてまとめと今後の課題を示した。 
 
2. モンゴル語の形動詞 
 本節ではまず 2.1. で本稿で扱うモンゴル語について簡単に紹介する。その後モンゴル語
の形態論の概略を 2.2. で、いわゆる形動詞の典型的な特徴を 2.3. で概観し、その名詞的性






ープにはアルタイ諸言語があり、SV / AOV 語順や対格言語である点などいわゆるアルタイ
                                                   
1 こうしたカテゴリーを担う動詞接尾辞をそれぞれ定動詞接辞、副動詞接辞、形動詞接辞と呼び、これら
の接辞が付された動詞の語形をそれぞれ定動詞形、副動詞形、形動詞形とする。 
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-IIŋ GEN -AA REF 
-IIg ACC =min 1SG 
-AAs ABL =ʧin 2SG 
-tAi COM =n 3SG 
 ...etc  ...etc 









ついては 2.3. および注 3 を参照
のこと 
-UUl CAUS -ʧix PERF -n NPST 
(定動詞) 
-ld RECP  -j VOL 
-gd PASS -sAŋ 完了 (形動詞) 
-ʦgAA COOP -ʤ SIM  (副動詞) 







 伝統的に形動詞接辞は 5種類認められるが、ここでは -mAAr を加えて 6種類を形動詞接
辞として扱う。この -mAAr は、小沢(1994: 190, 197) において「話し言葉に多い若干の表










辞 -gʧ である。 
 
表 3. 形動詞接辞 
接辞 意味 和訳例 グロス3 対応するモンゴル文字文語形 
-x 未来 「～する」 -X -qu / -xü 
-sAŋ 完了 「～した」 -SAN -Gsan / -gsen 
-AA 進行現在 「～している」 -AA -G_a / -ge 
-dAg 不定現在 「(いつも)～している」 -DAG -daG / -deg 
-gʧ 行為者 「～する人」 -GC -Gči / -gči 
-mAAr 可能性 「～するだろう」 -MAAR -mar / -mer 
 
先に述べたように、「形動詞」という名称が暗示する「形容詞的な」性質とは、これらの
接辞が付された形動詞の連体修飾節の述語となる機能に顕著に見られる (1, 2) 。 
 
(1) nast aawn oorlasanʧ ugui, ineesenʧ ugui, goraw xɔnɔg ʧanasaŋ gonʤiŋ uxriiŋ maxiig ɵmnɵn  
tawiad... 
 nast aaw=n oorla-sAn=ʧ ugui inee-sAn=ʧ ugui goraw xɔnɔg 
 老いた 父=3SG 怒る-SAN=も NEG 笑う-SAN=も NEG 三 泊 
 ʧan-sAn gonʤ uxer-IIŋ max-IIg ɵmn=n tawi-AAd 





(2) delegiig tseregt mordox üjd tiim baisaŋ. 
 deleg-IIg tsereg-d mord-x üj-d tiim  bai-sAŋ 
 PN-ACC 軍-DAT 行く-X とき-DAT そう COP-SAN 
 デレグが軍に行くときはそうであった。                                     JG: Norov.txt 
 
この例 (1) では goraw xɔnɔg ʧanasaŋ gonʤiŋ uxriiŋ max 「三夜煮た三歳牛の肉」という部
分の動詞 ʧana「煮る」が形動詞接辞 -sAŋ を伴うことで、 goraw xɔnɔg ʧanasaŋ 「三夜煮た」
という連体修飾節を成し、 max 「肉」という名詞を修飾している。同様に (2) では  mord 
「行く」に形動詞接辞 -x が付され、 üj 「とき」という名詞を修飾する連体修飾節を構成
している。 




 各例文の末尾に付した出典については 3. で述べる。 
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(4) jalaŋgojaa zod bɔlɔxɔd en ool ail malaar duureŋ bɔldɔg.  
 jalaŋgojaa zod bɔl-x-d en ool ail mal-AAr duureŋ bɔl-dAg 
 特に 雪害 なる-X-DAT この 山 家 家畜-INS いっぱい なる-DAG 
 特に雪害のときには、この山は家や家畜でいっぱいになる。 Mongolian National Corpus 
 
 (3) では動詞 ir 「来る」に形動詞接辞 -x が付されているが、これに対格接辞 -IIg が付
されることで主文の動詞述語 xuleen 「待つ」の項となっている。(4) の bɔlɔxɔd 「なると
き」に見られる -x-d は副動詞接辞 -xAd 「～とき」であると解釈されることもあるが、形
式から見れば形動詞接辞 -x が付されたのち与位格が付されたものと考えることができる。 

















か考察する。表 4中、「1 屈折の種類」は「曲用する」に、「3 語幹形で連体修飾」「4 語幹
形で連用修飾」はそれぞれ「連体修飾」「連用修飾」に対応する。「2 語幹形で主語・述語」
は「主語になる」と「述語になる」と分けて示した。なお、表中の○は可能、×は不可能
(3) xordaŋ mɔrinii irexiig xuleen. 
 xordan mɔri-IIŋ ir-x-IIg xulee-n  
 速い 馬-GEN 来る-X-ACC 待つ-NPST  
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であることを示し、△は例が限られていることを示す。例えば可能性の意味を表す動詞接






表 4. 形動詞形の形態・統語的特徴 
 
いずれも連体修飾が可能であるという点で一つのカテゴリーを成しているように見え、
そういう特徴を見ればこれらが典型的な形容詞(梅谷(2013) における B1～D2 の語群: 語
幹形で主語・述語になり連体修飾が可能なもの、従来の記述における形容詞など) に近いも
のであることは明らかである。可能性 -mAAr  は「主語・述語になる」「曲用する」から見
ると他と様相が異なる。またやや特殊に見えるのは「述語になる」が×となっている 未来 
-x で、定動詞的に用いたい場合には名詞由来の終助詞的な語 jum「もの」などを後続させ
なければならないという制限がある。網掛け部 -gʧ については 2.4.で扱う。 
  
2.4. 行為者 -gʧ 




Kullmann et al.(2008) など) 
 
◆そもそも形動詞として挙げないもの (山越(2012a) など) 
 
行為者 -gʧ の実際の用例は次の (5) の下線部に見られる。ここでは動詞 jaw に形動詞接
辞 -gʧ が付され「行く人」の意味になっている。 
 
 
形動詞 主語になる 述語になる 連体修飾 連用修飾 曲用する 
未来-x ○ × ○ × ○ 
過去-sAŋ ○ ○ ○ △ ○ 
進行現在-AA ○ ○ ○ △ ○ 
不定現在-dAg ○ ○ ○ △ ○ 
行為者-gʧ ○ △ ○ × ○ 
可能性-mAAr △ △ ○ △ × 
特集 名詞化 (山田 洋平) 
- 256 - 
 
(5) narnii dɔɔr jawagʧ tuunii neg ɵdɵriin amidraln iŋgeʤl exiledegseŋ.   
 nar-IIŋ dɔɔr jaw-gʧ ter-IIŋ neg ɵdɵr-IIŋ amidral=n iŋg-ʤ  
 太陽-GEN 下で 行く-GC 3SG-GEN 一 日-GEN 生活=3SG こうする-CVB  
 exil-dAg=sAŋ         
 始める-DAG=追憶         
 太陽のもとを行くものは、その一日の暮らしをこんな風に始めるものであったなぁ。 
Mongolian National Corpus 
 
2.5. 問題提起 












のであるが、非公開である。Mongolian National Corpus はウェブ上で検索可能なものであり、
モンゴル国で行われているものを反映したものであると見られる。規模やその収録内容な
どについては不明な箇所も多く、また検索結果の位置(ページ数など)も不明である。 
JG はジンガン氏がウェブ上の文学作品 961933+5119+13902 語および、新聞記事 801173
語から作成したコーパスであり、モンゴル国で行われているモンゴル語がベースとなって
いる。タグ付けなどはされておらず、公開もされていないが収録語数は多い。 
 次節 4.では第一段階として 100 万語コーパスを使用して、その出現環境について数量的
に考察する。次いで 5. では 4. の結果を踏まえて使用実態を明らかにし、6. において
Malchukov(2006) の階層に照らし合わせて 行為者 -gʧ の特徴を整理する。 
 
4. 行為者 -gʧ と共起する動詞語幹5 
 行為者 -gʧ がどのような動詞語幹に付されているかを表 5 に示す。表中、左から「動詞
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語幹」「意味」「行為者 -gʧ 」は、-gʧ が付される動詞語幹の出現数を順位付けて示したも
のである。その右「未来」「過去」「進行現在」「不定現在」は、-gʧ が付される動詞 TOP10
と-gʧ以外の形動詞接辞の共起する延べ数を示した。コーパス全体の動詞出現頻度と比較す
るために、参考として表 6 に -gʧ を除くその他の形動詞接辞がどのような動詞語幹に付さ
れているか頻度の高い順に示した。 
 
表 5. -gʧ が付される動詞語幹上位 10とその他形動詞の様相 (100万語コーパスより) 
順位 動詞語幹 意味 行為者-gʧ 未来-x 完了-sAŋ 進行現在-AA 不定現在-dAg 
1 ge と言う 396 886 1458 2 1620 
2 sor 学ぶ 173 115 67 4 5 
3 zɔxjɔɔ 創作する 119 23 25 0 5 
4 türüül 先頭に立つ 109 8 8 0 3 
5 erxil 管理する 103 81 54 0 8 
6 tosal 手伝う 102 46 9 0 0 
7 sɔrwɔlʤil 探究する 91 17 3 0 0 
7 baild 戦う 91 0 0 0 0 
9 tɵlɵɵl 代表する 62 12 2 0 0 
10 zaxir 管理する 56 24 2 0 2 
 
表 6. 他の形動詞接辞と共起する動詞語幹上位 10 
順位 動詞語幹 意味 延べ 
1 bai ある 8945 
2 bɔl なる 4174 
3 ge と言う 3964 
4 jaw 行く 1549 
5 ir 来る 1497 
6 xel 言う 1355 
7 ʧad できる 1159 
8 med 知る 1006 
9 xii する 897 
10 aw 取る 639 
 
共起する動詞語幹の述べ数の割合は、-gʧ とそれ以外(表 6) との間で  ge 「と言う」6を
                                                   
6 ge「と言う」は 1モーラ語幹を有するという音形的にも特殊であり、引用などの機能を担う要素として
の文法化も進んでいるという点で別扱いすべきであるかもしれない。なお表 5の -sAŋと共起する動詞の中
にも geがあるが、文語表記上 gesenとなっているものを数えたもので、ge に過去形動詞接辞-gsenのつい
た形 gegsen は 1件も検出されていない。gegʧも他の形動詞形と同様に、「～と言う」という意味の機能語
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と共起する動詞で使用頻度の最も高い bai 「ある」と -gʧ が組み合わせて使用された例は、
100万語コーパスから次の(6) の 1例しか検出されなかった。 
 
(6) daind ami uregdeseŋ ba amid baigʧ baildagʧ naiznar tuunii dotoo dolixan xaraalzalgiig ooʧlaaʧ! 
 dain-d ami ur-gd-sAŋ ba amid bai-gʧ bai-ld-gʧ naiz=nar 
 戦争-DAT 命 犠牲-PASS-SAN と 生命 ある-GC ある-RECP-GC 友=PL 
 ter-IIŋ dotoo dolixan xaraalzalg-IIg ooʧl-AAʧ  




5. 行為者 -gʧ の動詞性 
 3.で見たような -gʧ の派生接辞的な性質は、Malchukov(2006) における脱動詞化の階層で
最も内側に位置する VALENCY の保持、つまり項を支配するという動詞的性質の減免に顕著
に見られる7。コーパス中にも目的語のような項を従えている例は見られるが、いずれも複
合語あるいは複合体 (山越 2005) と看做すのが妥当である (7)。 
 
(7) a. saŋ xamaaragʧ 
saŋ xamaar-gʧ 
b. bɵx  barildagʧ 
bɵx  bari-ld-gʧ 
 蔵 管理する-GC「蔵の管理人」 相撲 掴む-RECP-GC「相撲取り」 
 
 しかし、なおもこれを形動詞接辞であると看做す根拠として、(8), (9) のように若干であ
るが対格接辞を付した目的語を支配する例も見られる。 
 
(8) bi bɔlbɔs musulimen xun bugeed gantsax xamgii ʧadagʧ ix tengeriiŋ ɵmn ɵwdgɵɵ nogolamoi, 
 bi bɔl-bAs musulim xun bugeed ganʧ=x hamg-IIg ʧad-gʧ 
 1SG.NOM なる-CVB ムスリム 人 そして 唯一=ADN 普遍-ACC 出来る-GC 
 ix tenger-IIŋ ɵmn ɵwdɵg-AA nogol-mUi 
 偉大な 天-GEN 前 膝-REFL 曲げる-NPST 
 私はイスラム教徒であり、唯全能の偉大な天の前にのみぞ膝をつこう 
100万語コーパス p.42 
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(9) aʤ axoilaltan bɔl mɵn ʧanar deeree ʃiniig uudegʧ mɵn. 
 aʤ=axoilaltan bɔl mɵn  ʧanar=deer-ee ʃin-IIg uud-gʧ mɵn 
 経済家 は まさに 能力=上-REFL 新しい-ACC 起こす-GC である 











山越 (2005: 120, シネヘン・ブリヤート語について) の指摘に反する。 
 
6. まとめと今後の課題 
 従来形動詞接辞として扱われてきた -gʧ について、派生接辞と看做すべきであろう特徴
があることを実際の用例から示した。(9) の例に見られるような動詞カテゴリーの保持は、
この接辞が形動詞接辞から派生接辞へ変化したという痕跡を残すものであろうと思われる。
表 7に、Malchukov(2006) の階層に基づいて形動詞形の獲得カテゴリーを整理する。 
 




含めて○を付した。NB は -sAŋ にも複数形が認められるとする考えもある (小沢 1994: 198) 
が、共時的な生産性は高くないものと思われる。そうした事情は -gʧ も事情は同様であり、
NB 数のカテゴリーの獲得の有無を以ってこれらの形動詞を分かつ証拠とすることはしに
くい。他方で「対格項を保持するか否か」という点で VALENCY の保持に -gʧ とそれ以外
 VALENCY  CASE POS NB 
未来-x ○  ○ ○ × 
過去-sAŋ ○  ○ ○ ？ 
進行現在-AA ○  ○ ○ × 
不定現在-dAg ○  ○ ○ × 
行為者-gʧ ×  ○ ○ ？ 
可能性-mAAr ○  × × × 
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COOP: cooperative    
NPST: nonpast   
VOL: volitional   
SIM: simultaneous  
PN: person name 
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Verbal Noun -gʧ in Mongolian 
Yohei YAMADA 
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    Verbs in Mongolian have three inflectional categories - finite, converb, and the 
verbal noun. The verbal noun, or the so-called verbal noun, has 5-6 different members. 
They all are similar as they can all modify the noun but are not similar in other 
functions. The verbal noun -gʧ in Mongolian denotes a doer, a person who does 
something, and is more a derivational suffix than an inflectional suffix. Through an 
examination of corpus examples, I investigated this suffix to determine the reasons why 
this element is unlike a verbal noun. 
    From this investigation, it was found that according to Malchukov’s 
deverbalization hierarchy, verbs with -gʧ lose their valency, and -gʧ was found to differ 
from other verbal nouns on this point. 
 
